
 

 

 

～学長の描かれた絵をバックに～ 

2004 年 3 月 24 日午前 10 時～11 時 

インタビューアー 

福栄奈津子：英専 Bordeaux Business School 

細見るい：英文 San Diego State U. 

 

「学生の自主性」と「学校側の情報提
供」が重要に 
Ｑ：「語学の西南」といわれていますが、実際語

学ができる学生は多いのでしょうか。 

Ａ：「語学ができる」という程度や、それが日本

国内なのか、世界においてなのかによって答え

方は異なるでしょう。ＴＯＥＦＬのレベルに関して

は、西日本でトップだという見解を持っています。

日本30数校、韓国数校、中国数校の大学を対

象に調査しましたが、その中でも西南はトップ

です。ですから、日本全国で見ても、西南の学

生の英語力はかなり上の、数えられる順位に

入ると思います。 

Ｑ：私（福栄）は以前に比べ、かなり学生のモチ

ベーションは下がっていると思うのですが。 

Ａ：確かに、優秀な人はいるのですが、勉強す

るかはその人次第ですね。大学に入って遊ん

でしまう学生もいますし・・・学生全体の英語に

対するモチベーションは低下してきています。

おそらく、勉強する人、しない人との差が以前よ

り大きくひらいている、というのが現状でしょう。

実は、必修科目というのがかなり昔に比べ減っ

たのです。以前は必修で英語や外国語を履修

せざるを得なかったから、学生全体のレベルが

保たれた。しかし、今では無理にとる必要をなく

し、自由に教科を選べるようにしたので、今度

は学生が自主的に学習するか、という問題に

なっていると思います。 

Ｑ：それではその必修科目が減った分、大学は

どのように学生を語学の面でサポートできると

思いますか。 

Ａ：ＬＬの自習時間やテープライブラリーはどう

でしょうか。しかし、実際授業と重なっているこ

ともあり、どれだけ活用されているかはわかり

ませんね。商学部の先生方は学生の語学力を

強化したいと考えているようです。今の英語教

育に不満のある生徒と同様に不満のある先生

ももちろんいるので、英文学科では英語教育改

革プログラムに取り組んでいるんですよ。 

Ｑ：語学と関係ない学部の生徒の中には「情報

が足りない。ＬＬの活用や別科授業が聴講でき

ることなど知らなかった。」という人もいます。 

Ａ：学校側としては、語学強化やサポート体制

（ＬＬなど）について入学時のオリエンテーション

で述べるのですが、情報量が多すぎて伝わりき

れてないと思います。解決策のひとつとして、

ホームページを充実させ、そこから学生が情報

を得られるようにできたらいいですね。 

 

「なんだ、日本語話せるんだ」と言わ
れました（笑）。 
Ｑ：残念なことに、英語専攻でも授業のほとん

どが日本語で行われています。学生の中には

「英語ではわからない」という人が多いそうで

す。 

Ａ：そうだったんですか。私は九州大学にいたと

き、すべて英語で授業を行っていたのですが、

あるとき食堂で日本語で話していると、後ろに

座っていた学生が「なんだ、日本語話せるん

だ。」と言っていたのが聞こえましてね（笑）。 



留学生が学ぶことが財産 
Ｑ：実は私たち帰国留学生は西南クループロジ

ェクトといって、開かれた留学フェアや留学体

験談ホームページの作成を行ったりしています。

（資料を手渡す） 

Ａ：そうですか。それは素晴らしいですね。 

Ｑ：帰国留学生にこういうことをしてほしい、ま

たしなければならない、という考えはあります

か？ 

Ａ：私は、一人一人が留学で学んで帰ってくるこ

とが財産だと考えているので、「これをしなさ

い」というようなことは考えていません。最低限

夏に海外からやってくる留学生のお世話が義

務付けられていますが、それも「義務」というよ

りは「向こうでお世話になったから自分も世話を

しよう」という自然な気持ちで皆動いているので

はないでしょうか。（これに私たち二人強くうな

ずく）これは国際センターも留学生も助かってい

るはずです。 

Ｑ：それでは大学から何かを強制して帰国生に

フィードバックしてほしい、というのはないので

すね？ 

Ａ：ええ、ありません。しかし国際センターが事

務的に色々してほしいことはあると思います

よ。 

Ｑ：そうですね。派遣留学生は留学中、毎月セ

ンター宛てにメールを書いたり、帰国レポートを

書いたり、そういう義務がありますし。結構いろ

いろあって、中々それ以上のことをセンターだ

けでやろうとするのは大変なようです。 

Ａ：それに提携校も増えましたしね。管理が大

変でしょうね。ようやくＩ－ハウスという留学生用

の寮も十年越しの計画で完成しました。ここに

は日本人の学生も入れますし・・・本科生として

面白い国から来ている学生、例えばミャンマー

とかがいるので、もっと日本人学生との交流を

国際センターが取り持ってくれるといいかもしれ

ません。例えばフィーチャーウィークなどもでき

ますね。 

 

ええ、「昔は」（笑）留学も珍しかった
ですよ。 
Ｑ：学長は留学を経験されていますよね。 

Ａ：私が西南学院大学にいたころは派遣留学

制度はまだありませんでした。スコットランドの

エディンバラ大学に留学しましたが、それは研

究を主としたものでした。 

Ｑ：昔は留学というのは・・・失礼しました（笑）、

「以前は」留学は珍しかったと思うのですが。 

Ａ：ええ、「大昔は」（笑）、ドルも360円の世界で

すし、だからこそアメリカ留学に憧れる学生も多

かったと思います。今みたいに飛行機ですぐに

行けないわけですし、船で時間をかけて渡るの

です。英語には不安はなかったですけどね。私

は西南に中学から通っていて、宣教師に英語

を習いました。 

 

提携先の拡大、アジアと西南 
Ｑ：今西南はどんどん提携校が増えています

ね。私（福栄）としては、やはりアジアのゲート

である福岡にある西南が、アジアへ開かれて

いってほしいと思うのですが。 

Ａ：実は、アジアに提携校を持とうと提案したの

は私なんですよ。ただ、アジアは財政面で難し

いかもしれません。吉林とは奨学金などの関係

でうまくいっており、韓国も大丈夫です。しかし、

やはり日本で暮らすのはアジアの学生には大

変なので、そこが難しいですね。それから、語

学の問題です。交換留学制度なので、西南か

ら学生を派遣するとなると、現地の言葉ができ

る学生が必要です。あるイタリアの大学が実は

提携を求めていたのですが、西南には第二外

国語のクラスでイタリア語がない。こういったこ

とも問題ですね。 

Ｑ：例えば、マレーシアやシンガポールでは英

語で授業を行う大学もあると思うのですが。 

Ａ：香港もそうですね。そういうのは可能でしょう。

例えば、ボルドーと提携を結ぶときも、「フラン

ス語が完ぺきに話せないと駄目なのか？」とい

うことが問題に上がりました。向こうが「その必



要はない」と言ってくれましたが。ボルドービジ

ネススクールには英語を話せる方が多くいるで

しょう？ 

Ｑ：ええ、比較的そうですね。 

Ａ：向こうの担当者の方が福岡に来られた時、

はじめフランス語で会話していて・・・あとから私

が英語を話すと知ってから、会話が英語とフラ

ンス語混合になりました。 

 

高校で英語・ドイツ語を、大学でフラ
ンス語とギリシャ語を・・・次はアラビ
ア語に挑戦したい。 
Ｑ：フランス語はいつ学んだのですか？ 

Ａ：大学のときです。高校生のとき三年間ドイツ

語を学んだので、大学で上級ドイツ語をとろうと

思ったのですが、履修の関係で駄目で、フラン

ス語にしました。私は東京で通訳として働いて

いたとき、アテネ・フランセーズに通っていて、

仕事が終わるとすぐにレッスンへ行っていまし

た。話すのはいいのですが、しょっちゅうフラン

ス語に触れているわけではないので、聞くのは

難しいですね。 

Ｑ：え、高校でドイツ語を学んだのですか？私

（福栄）も同じ高校なのですが・・・ドイツ語もフ

ランス語もなく、英語は受験のためのものしか

学びませんでした。 

Ａ：そうですか。私は大学のときはバイブルクラ

スなどにも参加し、神学部の授業を聴講したり

していたので、ギリシャ語は読めるのです

が・・・ 

Ｑ：ギリシャ語ですか。 

Ａ：ええ、ですからオーストラリアの友人たちと

ギリシャに行った際には、友人たちのほうが

色々なものを指して、これは何？と聞いてきま

した。そして面白かったのは、同じ英語なのに

訛りがあるため、お互いに通じないのです。ひ

とりの友人に別の友人の言っていることを通訳

してもらって（笑）。 

Ｑ：エディンバラではどうでしたか。私（細見）は

リヴァプールに行ったとき、全く英語がわかりま

せんでした。 

Ａ：全然わかりませんでした。田舎では、現地の

言葉が普通に話されており、英語がわからない、

ということもあります。だんだん言葉を理解して

くるのは一年たったころですね。ですから、留学

を終え、また時間がたってから留学しなおすと

語学力がついてくるのが自分でもわかります。

留学は二度したほうがいい。 

Ｑ：英語にフランス語にドイツ語にギリシャ語

に・・・語学が学長を魅了する理由は何です

か？ 

Ａ：やはり様々な言語に接することは面白いで

すから・・・幅が広がりますしね。中国語もやり

たいですし、韓国へ行ったときはもっと文字を

読んでみたいと思いました。アラビア語にも挑

戦したくて・・・コーランなど読みますので、やは

りその国の言葉で読んだほうがいい、と。チャ

ンスがあれば色々挑戦してみたいですね。 

Ｑ：学長は高校生のときにドイツ語に触れる機

会があったのですが、やはり学校が色々な機

会を学生に与えることも大事ですね。 


